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修治附子末による副作用は眠気から始まる―4症例の報告
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修治附子末による副作用は
眠気から始まる－４症例の報告
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・修治附子末によって眠気や体のだるさを訴えた４症例を経験したので報告した。鎮

痛効果を求めて修治附子末を増鼓したところ。４日以上縫って眠気や体のだるさを訴

えた。修治附子末を減量もしくは投与':|'止したところ，副作用は２日で消失した。修

治附子末の増量は少量ずつ長期間にわたって行うこと，患者に副作用、とくに眠気

について十分説明することが大切であり，また他の鎮痛方法の選択も考えるべきである。
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附子，眠気，だるさ，副作用

'よ同修治ブシ末Ｎを用いた。その他の漢方薬

もツムラエキス順粒(医療用）を用いた。
緒＝

附子は中国，日本のキンポウゲ科･トリカブ

ト属植物の塊根から得られる生薬である。虚

寒証の忠者の新寒,代謝を改善する効果に優れ↑

Mi陽益火・散寒止痛を目的に多くの処方に加

味されている!)ず他方で，附子は毒性が強いた

め，それを減ずるために高圧加熱減毒した修

補附子末が臨床に用いられているが，修治附

子末であっても注意が必要な薬味である2)こ

とに変わりはない。

修治附子末の副作用としては動悸，のぼせ，

嘔気2)といった消化器症状と循環器症状が筆

頭に記放されている。今回，・修治附子末によ

ってねむけや･体のだるさを訴えた４症例を経

験したので報告する。なお，症例１－３では

ツムラの生薬修治ブシ末(調剤用)、症例４で

症例

症例１：３５歳,女性｡活動期の慢性関節リウ

マチ。

家族歴：母親が慢性関節リウマチ。

既往歴：特記すべきことなし。

現病歴：５年前の産褥期に手のこわばりを

経験したが１カ月で消失した。６カ月前より

左肩のり術みと手のこわばりを自覚し，当科を

受診した。

現症：身長152ｃｍ，体重42kg・両手IL

IILIV指のＭＰ関節の腫脹，左肩関節病を認

めた。骨破壊は明らかではなかった。ロキソ

ピルフェンナトリウム180ｍｇ/日，ミゾリビン

150ｍｇ/日に加え，体力があり，胃腸も丈夫で
エッピカジュツトウ

あるところから越岬加７it湯7.59/日を選択し，

また嬉痂と背部四肢の冷感から，’修治附子末
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1.59/１１を加えた。冷感の消失はかな')認め

たが嬉痛が軽減しなかったため〆修治附子末

３９/日とした。翌L1より冷感の消失と篠痛の

軽減を認めた。

処方１週間後からなんとはなしに眠くて横

になっていることが多くなったため，1.59／

F1に減還せざるを得なかった。減量後２日後

に眠気は消失した。

症例２：５５歳，女性。頚椎症。

家族歴：特記すべきことなし。

既往歴：特記すべきことなし。

現病歴：２年前から四肢のしびれを訴え，

破行も出現したため近医を受診，頚椎症の診

断にて頚髄後方除圧術を受けた。退院後も四

肢のしびれと夜間癌が改善しないため当科を
ケイシカジニツプトウ

受診した。桂枝ｶﾛﾌit附湯7.59/日と修治附子

末39/日としたところ，改善がみられたため、

修治附子末を４．５９に増量したところ６日目

からしきりに眠気を訴えた。修治附子末を３

９/'日としたところ，眠気は３日目には消失し

た。ＮＳＡIDsを加えて腱痛をコントロールし

た。

症例３：６５歳，女性。脊柱管狭窄症。

家族歴：特記すべきことなし。

既往歴：特記すべきことなし。

現病歴：腰から下肢にかけてのしびれ，痒

揃と問駄性破行を主訴に当科を受診した。非

ステロイド系消炎鎮痛剤は拒否。下肢の著明

な冷えを認めたため，桂枝加７１t附湯7.59/日

と修治附子末39/日とした。これにより間獣

性破行は50ｍから200ｍと著明に改善したが

冷えの改善はないため,修治附子末を４．５９と

した。４日後から体のだるさを訴えたため，

修治附子末を39/日としたところ３１:ＩＥＩには

だるさは消失した。

症例４：６５歳，女性。腰椎椎||Ⅱ板ヘルニア。

家族歴：特記すべきことをし。

既往歴：特記すべきことなし。

現病歴：右下肢の庫れ，；客痛，冷感を主訴

に当科･を受診した。桂枝加７１t附湯759/日に

て下肢の漉痛は軽減したが，冷感が改善され

ないため，修治附子末ＮをL5g/日追加投与

した。患者は４日後から眠気を訴えた。｜|錦

附子末を'11止したところ２１］後に眠気はii1i失
した。

考察

附子は保温鎮痛作用に優れ，多くの漢ﾉﾌﾞ薬

に配合されている。エキス剤として入手でき

る処方は安全を考え附子を抑えて配合されて

いるため，高齢者に投与する場合，思ったほ

ど治療効果が上がらないことがある。このよ

うな場合には，修治附子末を加えることによ

って満足な効果を得ることを経験してきた。

今回報告した症例では，修治附子末を蝿,術|」

的で使用した。附子の鎮痛作用は用量にＷ了

する3)ため，満足できる除痛が得られるまで

加量することが理想であるが，附子の持つ副

作用によりある一定の投与量で限界になる。

しかも，附子の感受性は年齢差，個人差が大

きく2)，さらに製薬会社によっても方剤に１１J

める附子の量4)や附子中の有効成分濃度がば

らばら5)であるため，修治附子末の処方や琳

量については細心の注意が求められる。

修治附子末の中識症状としては動悸．のぼ

せ･'11通気があげられているが，比較的稀2'とさ

れており，多くの臨床研究でも副作用を,認め

ていない6,7)。しかし，筆者と同じく鎮痛llil9

で修治附子末を投与した報告8)では，５例''１

３例に「酩酊状」の副作用,．すなわち頭がも

うろうとする，ふらふらする，覚えが悪い，

方向極摸できない，手足がしびれるといった

症状を認めている。筆者の経験した副作用も

同様であり，「のぼせ｣から連想される、狐に

血が上がって顔がほてりふらふらする状態と

は異なっており，趣者からも「のぼせ」たと

いう訴えはなかった。もちろん循環器やii1i化
器の症状は経験していない。また，訓1;111が

411以上経ってから発現しておI)，消失|こり

２１:|を必要とすることから，修治附子末の代
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訓はかなり遅いことがうかがわれる。

今匝|の症例では，さらなる鱗ｿiii効果を求め

て修治附子末を蝋堕したため副作用が発現し

ている。ＦＩＩ作用は発現も消退も数日かかるこ

とから，修治附子末の増量は少量を長期IMIに

わたって行うこと、患者に副作用，とくに眠

気について十分説明することが大切であり、

また他の鎮痛方法の選択も考えるべきである。

結 語

今回われわれは修治附子末により眠気とだ

るさを訴えた３症例を経験したので報告した。

附子を含む方剤を処方する場合には４日目以

降の眠気とだるさに注意する必要がある。
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